
は じ め に　●　i

　本書は，はじめて政治学を学ぶ人のための教科書です。

　学びの出発点は，高校で学んだ地理歴史や公民です。ここでは，日本史，世

界史，地理，倫理，政治・経済の各科目（「歴史総合」「日本史探究」「世界史探究」

「地理総合」「地理探究」「公共」「倫理」「政治・経済」や，以前の「世界史 A・B」「日

本史 A・B」「地理 A・B」「現代社会」）のいくつかを勉強したみなさんを読者とし

て想定しています。高校で学んだ知識を無駄にせずに，大学での学びにうまく

つなげてみましょう。

　「勉強していない科目がある」「もう覚えていない」「自信がない」「暗記科目

は苦手だから嫌い」。そんな不安を感じる必要はありません。分からない言葉

が出てきたら，高校の教科書や参考書で復習したり，図書館やインターネット

で調べたりすれば，本書は，1 人でも読み進めることができるはずです。地理

歴史や公民と聞くと，暗記科目と思う人もいるかもしれませんが，大学での学

びは暗記ではありませんので，怖がらないでください。

　本書は，高校を卒業して，選挙権を手にしてまもない若いみなさん，あるい

は，大学で一から政治学を学ぶみなさんを主たる読者に想定していますが，し

かし，学びに年齢は関係ありません。この本は，「政治について一から知りた

い」「政治学を学んでみたい」という一般の読者のみなさんの思いにも十分に

お応えできるはずです。

いきなり「再分配」「右」「左」「イデオロギー」と言われても

　高校の科目を出発点にするというのは，高校を卒業したばかりのほとんどの

人が知らないことは，学びの前提にはしない，という意味です。

　図書館や大きな書店の政治学のコーナーをぜひ一度覗
のぞ

いてみてください。政

治学の教科書は，すでにたくさん出版されています。それなのに，なぜ，この

『政治学入門──歴史と思想から学ぶ』が書かれたのでしょうか。よい教科書が

ますます増えてきたが，最近は，教科書の内容が少しずつ難しくなってきてい

る。本書の著者たちは，そう観察しています。いま本屋さんに並ぶ教科書はど
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ii　●　

れもよくできていて，新しい研究成果もふまえたすばらしいつくりですが，高

校を卒業したばかりのみなさんには，少し難しいものもあります。

　この本の 3 人の著者は，これまで，さまざまな大学で，政治学の入門科目を

教えてきました。大教室の講義から，少人数の 1 年生ゼミに至るまで，さまざ

まなクラスを担当しました。そのなかで，わたしたちが学んだことがいくつも

あります。「再分配」「諸価値の権威的配分」「右」「左」「イデオロギー」「霞ヶ

関」といった言葉は，高校ではきちんと学んでいないのに，大学の授業では，

当たり前のように説明もなく使われていて，居心地が悪い。そんなふうに感じ

ている学生がかなりいることに，気づかされました。「正統性」「保守主義」

「社会主義」「公共性」という言葉や，『ユートピア』や『1984 年』などの作品

のように，いまの多くの教科書ではきちんと説明されていない，政治学の基本

的知識がたくさんあることにも気づきました。

　「わたしも，いま挙がった言葉の意味はよく分からない」。この本は，そのよ

うに感じるみなさんを念頭に置いて書かれています。だから，いまは不安を感

じていても心配することはありません。最先端の知識を学ぶことは，もちろん

とても大事なことです。しかし，最初は，基礎をきちんと学ぶことが必要です。

スポーツにたとえると，都道府県大会や全国大会（さらには国際大会）をめざす

前に，まずは体力づくりをしましょうということです。

　本書は，政治学を専門的に学ぶときの最初の一冊として，あるいは，教養科

目で政治学を学ぶための一冊として書かれました。ここでは，基本的な知識か

ら最新の研究成果までを見渡したうえで，最初に学ぶべきことを選りすぐって，

できるだけ分かりやすい説明を心がけました。この本で政治学の「体力づく

り」をして，次にもっと専門的な教科書で知識を深めるという学びをおすすめ

します。

何のために政治学を学ぶの？

　「政治学を学ぶことは，わたしの人生にとって，どんな意味があるのだろう

か？」（いや，意味はないはずだ！）

　直感的にこんな印象をもつのは，ある意味では健全と言えるかもしれません。

テレビやインターネットで見聞きする政治の世界は，「おっさん」ばかりで，
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は じ め に　●　iii

自分とは縁遠い，ダークな世界に感じられても不思議ではないからです。ある

いは，声高な批判や非難が飛び交う政治の世界に，よい印象をもっていない人

もいるはずです。

　政治学を学ぶ「うまみ」や「見返り」は何でしょうか。卒業に必要な単位に

なる，公務員試験の試験対策になる，という点を除くとすれば，どんなよいこ

とがあるのでしょうか。

　堅苦しいことやお説教よりも先に，まずなにより，シンプルに「ルールやし

くみを知らないと，楽しめませんよ」という点を挙げておきたいと思います。

　ここでも，スポーツにたとえてみましょう。ラグビーやカーリングの人気が

高まった頃の記憶があるでしょうか。その他，野球，サッカー，フィギュアス

ケート，スノーボード，ラクロスなど，何でもいいですが，ルールやしくみを

よく知らないと，スポーツ観戦を楽しむことはできません。どんな「好ゲー

ム」であっても，ルールやしくみを知らないと，観客として楽しみようがあり

ません。

　人類の歴史を振り返ってみると，政治は，人を虜
とりこ

にして夢中にさせたり，進

んで自己犠牲や奉仕を捧げさせたりすることすらあった，危険な魅力をもつ営

みです。いまでも，選挙があるたびに，夢中になって夜遅くまで開票番組を見

る人は少なくありません。スポーツと同じように，損得だけでは説明できない，

人を魅きつける何かがあるのです。政治の「好ゲーム」を観客として楽しむた

めには，政治のルールやしくみを知っておかなければなりません。ルールやし

くみが分かって，「観客としてのスキル（腕前・能力）」が上がり，プレーヤー

たちのうまい・下手が区別できるようになると，政治の世界を楽しく観察でき

るようになります。あまりにお気楽・軽薄である，あるいは不真面目・不謹慎

である，と思う人もいるかもしれませんが，わたしたちの人生で，こうした

「楽しみ」はとても大事なことです。もっと実用的な言い方をするならば，「観

客としてのスキル」が上がると，毎日のニュースをよく理解できるようになり

ます。ニュース番組や新聞で理解できるのはスポーツと天気だけ，という大人

ではまずいと思いませんか。

　もちろん，政治学を学ぶ「うまみ」は，これだけではありません。わたした

ちは，単なる観客ではないからです。スポーツでは「プレーヤー」たちが下手
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でも，ただ退屈なだけですが，政治の世界では，「プレーヤー」たちが下手だ

と，わたしたち自身に実害がふりかかります（税金が上がったり，景気が悪くな

って収入が減ったり，戦争に巻き込まれたりします）。政治はみんなに関わることを

決める営みですから，自分も巻き込まれて，悪影響をこうむるかもしれないの

です。そんな政治のルールやしくみを知っておくことは，無意味ではないでし

ょう。これは，「有権者としてのスキル」を高めるということです。

　さらに，自分がプレーヤーになることだってあります。第 1章で詳しくご

案内するように，日本には 3 万人を超える議員（政治家）の枠があり，いまは

縁遠く思っているかもしれませんが，みなさんも政治家という仕事を将来の選

択肢として考えてもよいかもしれません（付け加えると，立候補にあたっては学歴

や能力試験・資格試験は一切不要です）。でも，気をつけてほしいのは，政治家だ

けが，政治の「プレーヤー」ではないということです。政治で求められるのは，

集団のなかで 1 つの決定まで導くスキルや，メンバー全員がうまく共存できる

ようにするスキルですから（→第 1章），家庭，学校，バイト先，職場，サーク

ル，友人関係など，どんな集団でもこのスキルは発揮できます。たとえば，「み

んなで決める」というゲームのルールのもとでは，「敵をつくる」よりも「味

方をつくる」ことのほうがはるかに重要である（しかも難易度が高い）という点

をふまえて「政治のスキル」を高めると，日常の生活でも応用がきくのです。

リベラル・デモクラシーというしくみ

　日本を含む現在の先進諸国では，リベラル・デモクラシーというしくみのも

とに，政治がおこなわれています。リベラル・デモクラシーは，そのまま直訳

すれば「自由民主主義」と訳すことができます。「リベラル」（リベラリズム，

自由主義）と，「デモクラシー」（民主政治，民主主義）という 2 つを結びつけて

いることから分かるように，リベラル・デモクラシーは，リベラリズムを尊重

するタイプのデモクラシーのことを意味します（つまり，そうではないタイプの

デモクラシーもあるのです）。

　カタカナばかりで，分かりにくいですね。これからこの本では，リベラル・

デモクラシーという政治のしくみをさまざまな角度から学んでいくのですが，

この「はじめに」で必要となる範囲で，少しだけ説明しておきましょう。
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は じ め に　●　v

　2 つの言葉のうち，デモクラシーについては，みなさんも，多かれ少なかれ，

すでにイメージをもっているはずです。高校までは「民主主義」という訳語で

学んできた人も多いはずですが，いまの政治学では「民主政治」（あるいは民主

政）という訳語を使うことが多くなっています。1 つの理由として，「～主義」

は，「～イズム」の訳語であり，思想や考えを表現する言葉だからです（たと

えば，リベラリズムは自由主義，コミュニズムは共産主義，アナーキズムは無政府主義

という思想です）。デモクラシーという言葉は，確かに「みんなで決める」とい

う思想も意味しますが，しかし同時に，「みんなで決める」ための制度やルー

ルも意味します。そのためこの本では，この言葉は原則として「デモクラシ

ー」とカタカナで表現することにして，文脈に応じて「民主政治」や「民主主

義」などの訳語も用います。

　もう 1 つのリベラリズム（自由主義）は，とても厄介な言葉で，この言葉が

出てきたら要注意です。これは，政治学ではいくつもの違った意味で使われる

言葉です。この本のなかでも，いくつもの違う意味のリベラリズム（自由主義）

が登場します（→C o l u m n⓿ ─ 1）。

　ただし，「リベラル・デモクラシー」という言葉に含まれる「リベラル」（リ

ベラリズム）の意味はとてもはっきりしていて，誤解の余地はありません。そ

れは，「一人ひとりの自由や自己決定を尊重する」「自分のことは自分で自由に

決める」という自由主義の思想を意味します。これは，「社会のだれであって

も，政府であっても，一人ひとりの自由や自己決定を侵すことはできない」と

いう，自由主義社会の大原則を支える思想です。こうした自由主義の思想がめ

ざすあるべき姿（理念）を実現するために，さまざまな制度やルールがつくら

れてきました。一人ひとりの自由や自己決定を守るために，バリアをつくって

殻をつくるように，だれも侵害してはならないものを「人権」として定めて守

ったり，政治権力の濫用や暴走を防ぐために，互いに牽
けん

制
せい

し合う「権力分立」

というチェック・アンド・バランスの制度を設けたりするのは，その代表例で

す（詳しくは第 4章や第 8章などで学びます）。

　さて，「一人ひとりの自由や自己決定を尊重する」と，「みんなのことはみん

なで決める」を組み合わせたのが，リベラル・デモクラシーです。この言葉は，

そのような考え（思想）を意味する場合もあれば，そうした考えを実現するた
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C o l u m n⓿━1　自由主義，リベラリズム，リベラル

　リベラリズム（自由主義）について，「一人ひとりの自由や自己決定を尊重
する」という基本的な考えや，これを実現するための制度やルールについて説
明しました。現在では，こうした自由主義の考えや制度やルールには，おおよ
その合意（コンセンサスと言います）があり，「廃止しよう」という意見は稀

まれ

です。したがって，これらは現代政治の舞台設定になっていると言えます。
　ところが，ややこしいことに，その舞台設定の上では，「自由主義」を名乗
るいくつもの思想や政治勢力があって，互いに争っています。「一人ひとりの
自由や自己決定」をどのような手段や方法で実現するか，という点で考えが分
かれるために，いくつものタイプの自由主義が存在するのです。一種の本家本
元争いです。大きく分けて，「一人ひとりの自由や自己決定」のために，政府
の強制や介入や規制はできるだけ少なくしよう，という第 1 の立場と，「一人
ひとりの自由や自己決定」をだれもが同じように手にするために，政府が積極
的に介入して，恵まれない人をサポートすべきである，という第 2 の立場が
争っています（→第 8章，第 10章，第 12章）。
　日本の政治学では，この 2 つを区別するために，第 1 について，「古典的自
由主義」や漢字表記の「自由主義」という言葉で表現し，第 2 については，
カナ表記で「リベラリズム」や「リベラル」と書くことが一般的です。20 世
紀中頃には第 2 の立場が優勢でしたが，1980 年代以降は，第 1 の立場を新
しく復活させようとする立場が強くなっており，これを「新自由主義」や「ネ
オリベラリズム」と呼びます。紛らわしいですね。政治の世界ではよくあるこ
とですが，「自分たちこそが本家本元である」と主張して，「自由主義」という
言葉やシンボルをめぐって争っているわけです（この本では，こうしたややこ
しさをふまえて，この言葉については表記を統一せず，文脈に応じて言葉を使
い分けます）。
　ここまでで十分に厄介ですが，さらにややこしいことに，呼び方には地域に
よる違いもあり，アメリカでは，第 1 と第 2 の対立を「保守主義 vs. リベラ
リズム」と表現するのに対して，ヨーロッパでは「自由主義 vs. 社会民主主
義」とするのが普通です。さらに，「国際政治学におけるリベラリズム」は，
これらとはまた区別されます（→第 13章）。自由主義やリベラリズムのやや
こしさを説明できるようになったら，政治学の初級は卒業です。この本を読み
終わる頃には，きちんと説明できるようになっているでしょう。
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は じ め に　●　vii

めの制度やルールを意味する場合もありますし，思想も制度も含めた全体のし

くみ（政治体制）を意味する場合もあります。

　この時点で，まず注意しておいてほしいことが 2 つあります。

　1 つ目は，「リベラリズム（自由主義）」と「デモクラシー」が違うという点

をきちんと理解して，この 2 つを混同しないようにすることです。「一人ひと

りの自由や自己決定を尊重する」と「みんなで決める」の 2 つは，いつでも相

性がよいわけではありません。たとえば，「みんなで決める」が行き過ぎると，

「一人ひとりの自由や自己決定を尊重する」を損ねてしまう場合があります
（いじめや仲間はずれでは，これに似たことが生じています）。だから，「みんなで決

める」に歯止めをかけて，決めさせないこと，あるいは慎重に決めさせること

も，ときには必要になってきます。言い換えると，「みんなで決める」デモク

ラシーのしくみに対して，自由主義は，「決めすぎない」ことや「決めない」

ことを求めるところがあるのです（→第 4章）。

　もう 1 つ注意してほしいのは，ひとくくりに「リベラル・デモクラシー」や

「デモクラシー」といっても，内実はさまざまで，いくつものバージョンがあ

るという点です。この本では，「ほんとうのデモクラシー」や「まっとうなデ

モクラシー」という独自のキーワードを使って，デモクラシーのいくつかのバ

ージョンを学びます。また，たとえば，大統領制を採用するか，議院内閣制を

採用するか，あるいは小選挙区制か，比例代表制かというぐあいに，「自由主

義」や「デモクラシー」の理念を実現するために，どのような制度設計がよい

か，という点では，いろんな選択肢があります。さらに，これとは別に，どれ

くらいリベラル・デモクラシーを実現できているか，という点でも濃淡があり，

違いがあります。100 点満点で点数化してみたときに，90 点を超えるようなリ

ベラル・デモクラシーの国もあれば，60 点ぎりぎりで，なんとかかろうじて

リベラル・デモクラシーとみなすことのできるような国もあるということです。

この本のつくり

　この本では，このリベラル・デモクラシーというしくみに注目して，政治を

学んでいきます。

　第 1部「いまの政治はどのように動いているか」（第 1章～第 5章）では，み
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なさんが最も具体的にイメージしやすい，いまの日本の政治を取り上げながら，

現在のリベラル・デモクラシーについて学びます。高校までの学習では，政治

を学ぶといっても，「衆議院は定数が 465」「衆議院の選挙制度は小選挙区比例

並立制」というぐあいに，国会や選挙の形式的なしくみを覚えることがほとん

どだったはずです。確かに，そうした形式的なしくみは，政治の前提としてと

ても重要ですが，しかし，それだけでいまのリベラル・デモクラシーの政治が

分かるわけではありません。形式的なしくみだけではなく，実際の政治の動き
（政治過程）を知る必要があるのです。第 1 部では，いまの現実の政治が実際に

どのように動いているのかというしくみや，それぞれの制度を支えている考え

方（思想）について学びます。

　第 2部「リベラル・デモクラシーの歩み」（第 6章～第 10章）では，日本と

西洋世界の歴史を振り返って，リベラル・デモクラシーの成り立ちについて学

びます。

　リベラル・デモクラシーは，長い歴史の歩みのなかでつくられてきました。

かつてはデモクラシーという政治体制は珍しく，身分制にもとづく君主政（一

人支配の政治体制）が古今東西を通じてほとんどでした。古代ギリシアにはデモ

クラシーがありましたが，いまのようなリベラル・デモクラシーは，近代にな

ってから，試行錯誤のなかで徐々にかたちづくられたものです。現在までの道

のりは決して一本道ではなく，君主政，ファシズム，共産主義といった強力な

ライバルがいくつも存在しました。競争のなかで，ライバルのよいところも取

り入れるなどして修正を繰り返した結果として，いまのリベラル・デモクラシ

ーのかたちができあがったのです。

　第 2部のような歴史からの学びを重視するのは，本書の特徴の 1 つです。

冒頭でも触れたように，高校で学んだ日本史や世界史の知識をステップにして，

大学で新しく政治学を学ぶ，というのが，この本のねらいの 1 つです。ただし，

歴史をふまえるのは，単に，高大接続（高校と大学の学びを結びつけること）だけ

が理由ではありません。いまの政治は，長い歴史の歩みの上に成り立っている

ので，現代の政治についてきちんと理解するためにも歴史の知識が欠かせない

のです。歴史というと，「暗記科目か」と怖がる人がいるかもしれませんが，

それは誤解です。ここでの目的は暗記ではなく，歴史の大まかな流れをたどる
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は じ め に　●　ix

ことを通じて，政治学の基本知識を理解することです。これまで日本史や世界

史をきちんと学んでこなかった人は，新たに歴史を学ぶきっかけとして，すで

に学んできた人は，これまでとは違う政治学の視点から歴史をとらえる新しい

学びとして，歴史に親しんでみてください。

　最後の第 3部「これからの政治」（第 11章～第 14章）では，リベラル・デモ

クラシーのしくみやそれを支える思想をさらに掘り下げて，そこに潜むさまざ

まな課題や問題点を明らかにしていきます。

　20 世紀末に冷戦が終わると，社会主義体制が崩れてライバルがいなくなり，

リベラル・デモクラシーが勝ち残ったようにも思われました（→第 13章）。と

ころが，そこから 30 年を経て，いまやリベラル・デモクラシーは大きく揺ら

いでいます。リベラル・デモクラシーのうちの「デモクラシー」はどうでしょ

うか。政治家は，本当にわたしたちの代表として行動しているでしょうか。経

済的な格差が，「みんなで決める」というデモクラシーの基礎を危うくしてい

ないでしょうか。「みんなで決める」はずが，たとえば性別による差別が残っ

ていないでしょうか。リベラル・デモクラシーのうちの「リベラル」に目を向

けるならば，監視カメラとインターネットの時代に，自由や自己決定はどうな

っていくのでしょうか。なにより，「リベラル」と「デモクラシー」の 2 つは，

いつでも相性がよいわけではないという点に注意が必要です。みんなで決めた

結果，「A（個人ないし集団）の自由は認めない」という決定に至ることもある

からです。

　本書は，このような 3 部構成のもと，歴史や思想をふまえながら，リベラ

ル・デモクラシーのしくみを解き明かします。本のなかでは，同じテーマや同

じ内容が何度も登場することがありますが，いくつもの視点や文脈から繰り返

し学ぶことを通じて，重要なポイントについて理解を深めることがねらいです。

「ルールやしくみを知らないと，楽しめませんよ」と書いた意味が，最後には

分かってもらえるはずです。

　この本は，学生のみなさんが，一人でも読むことができるように書かれてい

ます。授業の前に予習のために一読したうえで，授業で詳しい説明や解説を聞

いて，授業後に復習のためにもう一度読む。そんな使い方ができますが，この

点は，授業を担当する先生の指示に従ってください。
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x　●　

　それぞれの章の最初にある「KEYTEXT」では，その章の手引きとなる文章

や言葉，ぜひ知っておいてほしい政治学の古典を紹介しました。「C o l u m n」

では，政治学を学ぶにあたって注意すべき点や，押さえておくべきポイントを

まとめました。各章の終わりには，復習用の課題「考えてみよう」や，次に読

んでほしい 3 冊を挙げた「さらに学ぶために」に加えて，学びの世界を広げる

ために，「映画で学ぼう」で，各章に関わりのある映画を紹介しています。教

科書や講義を通じた学びに飽きてしまったら，映画の世界にどうぞ。さまざま

な角度から政治を学ぶための教材として，新聞やニュース番組や映画に積極的

に親しむことをおすすめします。
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＊　大学での学びや，学問の世界では，情報やデータの出所（典拠）はどこか，それは
信頼できるか，という点がとても重要となります。そのため，学術的な文章やレポー
トでは，参考にしたり，引用したりした本や論文をはっきりと示すことがルールです。
本書では，そうした文献を各章末に一覧にして示し，本文中で言及する場合には，著
作者の姓と刊行年で表記します（ページ数も示す場合には，コロン（：）ののちにペ
ージ数を記します）。たとえば，第 1 章の INTRODUCTION に登場する（濱本 2002）   
は，章末の文献リストに掲げた　濱本真輔 2022『日本の国会議員』中公新書　とい
う本を指します。

＊　文献リストのうち，翻訳書に付した〔　〕内の数字は，外国語で書かれた原著の初
版刊行年を示しています。文庫本に付した〔　〕内の数字は，翻訳書の場合には原著
の初版刊行年を，それ以外の場合は，その日本語書籍の初版刊行年を示します。

＊　引用にあたっては，読みやすさを考慮して，訳文を修正している箇所があります。
また，旧字体は原則として新字体に改めています。
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